小城市民図書館における実習実施要項

小城市教育委員会
　令和 ７年 ３月　４日制定

１　目　　的

この要項は、小城市民図書館における実習の円滑かつ有効な実施を図ることを目的とする。

２　受入要件

　（１）　図書館情報学等実習(以下｢実習｣という。)のために受入れを許可する学生（以下「実習生」という。）は、次のいずれかに該当する者であること。ただし、図書館運営や受入れ能力を考慮して実習を行う。
　　　ア　原則として小城市出身者であること、かつ、司書職に携わるに必要な所定の単位を取得する見込がある者で、学力、人物ともに将来司書職に携わるにふさわしい者であること。
　　　イ　小城市と地域連携・協力協定を結んでいる大学に在籍し、実習を希望する者であること。
　　　ウ　ア及びイに掲げるもののほか、実習生にふさわしいと図書館長が認める者であること。
　（２）　実習生は、実習に要する費用（以下「実習費」という。）を負担すること。
３　手　　続

　（１）　実習生の在籍大学は実習依頼書を、原則として実習開始日の１カ月前までに受入れ館（以下、「実習館」という。）に送付すること。

　（２）　実習館は、実習開始日の１５日前までに実習受入通知書（様式１＝在籍大学）（様式２＝本人）を交付すること。

４　実習の運営・指導上の留意点
（１）　実習の時期及び期間は大学等の長からの依頼を参考にしつつ、図書館運営や受入れ能力を考慮して、実習館が定める。
（２）　次の業務は実習生に行わせないものとする。なお、実習生の責めに帰する事故に伴う費用は、実習生本人の負担とする。
ア　職員会議、その他職員の公的な会合に出席すること。

　　　イ　その他、責任が重いと思われる業務に従事すること。

５　実習費の収入事務

　（１）　収入の方法

　　　　実習費の納入は、受入通知をする際に小城市財務規則第22条第1項による調定を行い、第29条第1項の納入通知書により指定金融機関等に納入させるものとする。

　　　　なお、収入科目は、（款）諸収入　（項）雑入　（目）雑入　（節）教育費雑入とする。

　(２)　納入義務者及び納入期限

　　　　納入義務者は、実習生とし、納入期限は原則として実習開始前日までとする。

　(３)　金額

　　　　実習費は、一人１週間当たり２，０００円とする。

　(４)　実習中止の取扱い

　　　　実習を開始日前に取りやめた場合は、実習費を徴収しないものとし、既に納入された実習費がある場合は還付を行うものとする。

　　　　また、実習期間の途中で実習が継続できなかった場合には、実習費を日割りにより算出（端数が生じた場合は十円単位以下切り捨て）し、実習ができなかった部分の実習費について還付を行うものとする。

６　実習生の心得

　(１)　実習館の方針に従い、指導者及びその他職員の指導によって、積極的に図書館業務に参加すること。

　(２)　実習館の服務規程に従い、実習生としての立場をわきまえ、勤務、服装、言動等について分別のある対応に心がけること。
 (３)　実習生は、やむを得ない事情により欠席する場合、事前に、その旨を図書館長（又は、館長が指示した職員）に届け出なければならない。

　　　　附則

　　　この要項は、令和７年度に実施される実習から適用する。
様式１

	第　　　号

　　年　　月　　日

　　　　大学長様

所在地　小城市

館名　　小城市民図書館

館長名　

実習受入通知書
　下記により、　　　　年度実習生を受け入れます。
　なお、実習費の支払いを含め下記の内容については、別途、本人あて通知しています。
記

１　実習生氏名

２　学部・学科・学年

３　実習教科・科目

４　実習期間　　　　　　　　　年　　月　　日（　）から

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日（　）まで

５　実習費　　　　　　　　　　　　　円（２，０００円／週）

６　実習費の納入期限　　　　　　　年　　月　　日（　）

７　受入館
８　大学等に対する要望事項




様式２

	第　　　号

　　年　　月　　日

　　　　　　　様

所在地　小城市

館名　　小城市民図書館
館長名　

実習受入通知書
　下記により、あなたを　　　　年度実習生として受け入れます。

なお、下記の内容については、別途、　　　大学長あて通知しています。

記

１　大学・学部・学科・学年

２　実習教科・科目

３　実習期間　　　　　　　　　年　　月　　日（　）から

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日（　）まで

４　実習費　　　　　　　　　　　　　円（２，０００円／週）

５　実習費の納入期限　　　　　　　年　　月　　日（　）

　６　受入館
７　実習における留意事項等




